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鹿児島県の花き類の経営体数（地域別・年齢構成別）

出典：2020年農林業センサス
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熊毛・大島地域の花き類の経営体数（年齢構成別）
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熊毛・大島地域の花き類の経営体数（作付規模別）

出典：2020年農林業センサス
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鹿児島県で生産されている主な花き（地域別・県本土）
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鹿児島県で生産されている主な花き（熊毛・大島地域）
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新たな食料・農業・農村基本計画

改正食料・農業・農村基本法の下、
新たな食料・農業・農村基本計画を策定

（令和7年4月閣議決定）
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2022年 2030年

算出額 ３，６８４億円 →   ４，５００億円

切り花の輸出額 １７．１億円 → ４６億円

作付面積 １．６万ha  → １．６万ha

新たな食料・農業・農村基本計画
における「花き」の目標

※ 産出額は「生産農業所得統計」「花木等生産状況調査」により算出しており、「花木等生産状況調査」の最新値が
2022年のため、産出額の最新値は2022 年となる。



花きの産出額・作付面積の推移
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花きの都道府県別の産出額
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花き類のうち切り花類計の都道府県別の作付面積

12
出典：令和6年産花きの作付（収穫）面積及び出荷量

単位：a

作付面積合計

1,236,000全国

作付面積都道府県順位作付面積都道府県順位作付面積都道府県順位

18,800新潟2538,800福島13151,300愛知1

18,200大分2634,700岩手1476,000沖縄2

15,800栃木2733,500高知1571,200静岡3

14,200兵庫2829,700東京1653,900茨城4

9,910佐賀2929,100長崎1753,800和歌山5

8,980岡山3027,800宮崎1851,900鹿児島6

8,450宮城3123,600埼玉1949,500長野7

6,560青森3223,100愛媛2045,800山形8

5,750岐阜3321,900奈良2143,400福岡9

5,720神奈川3421,200群馬2241,400千葉10

4,750滋賀3520,200秋田2339,100北海道11

19,500徳島2438,900熊本12

注：記載のない府県は事実不詳又は調査を欠くもの
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新たな食料・農業・農村基本計画における
「花き」関係の記述

① 花き

ア 消費

１世帯当たりの切り花年間購入額は、長期的に減少傾向にあり、新型コロナウイルス感染症
の感染拡大の状況下で一段と減少したが、その後、ホームユース需要やインターネットを通じた継
続購入（サブスクリプション）などの販売チャネルの多様化を背景に、増加に転換している。

世代別の購入額を見ると、若い世代が少ない状況にあり、花き消費の拡大、特に若い世代へ
の消費喚起を図る必要がある。

このため、コロナ禍後の需要の変化や若い世代の花き消費の促進に対応するための花きの活
用策や商品開発（SDGs対応等）を推進するとともに、花のある暮らしや花き文化の魅力に
ついて、業界が一体となりプロモーション、SNS や「２０２７年国際園芸博覧会」

（GREEN×EXPO 2027）等の場を活用して発信し、国民の消費意欲を喚起する。
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2027年3月19日
～9月26日

国際園芸博覧会
＠神奈川県横浜市
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花を飾る習慣が大切！
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イ 輸出

切り花類の輸出額は直近10 年で９倍に増加している一方、植木等については検疫等の問
題から１割減少している。海外需要の更なる拡大を図るため、「農林水産物・食品の輸出拡大
実行戦略」において、「切り花」を輸出重点品目の一つに選定し支援している一方で、輸出に主
体的に取り組む産地が少なく、需要期のニーズに対応できないケースがある。

また、切り花輸出が拡大する中で、輸出先における輸送中の品質低下が一部で見られ、海外
における日本産花きのブランド力向上のための栽培・輸送・保管に係る品質管理の改善が必
要である。

このため、海外で需要のある品目についての産地への情報提供や産地と認定品目団体との
連携強化を図り、輸出に対応できる産地の形成を推進する。

さらに、海外における日本産花きのブランド力向上のため、効率的な輸送ルートの検討や輸送
技術の向上、ブランド化のための品質管理体制等の検討を進める。
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（参考）花きの輸出の状況
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切り花の輸出品目（例）



（参考）花きの輸入の状況
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ウ 生産、加工・流通

気象や病害虫被害、労働力不足等により、生産性が低下しており、直近10年間で花きの作
付面積は19％減少、出荷量は26％減少し、今後も減少すると見込まれる中、異常気象への
対応や病害虫被害の軽減、生産性の向上を図るとともに、労働力の減少に対応するための作業
の省力化や出荷規格の見直しを行う必要がある。

また、生花店に加え、スーパーマーケットやホームセンターなど購入経路の多様化への対応や、
輸送力不足に対応した花き流通の効率化、有利販売が可能な需要期（物日）に合わせた出
荷体制の構築を図る必要がある。

このため、異常気象や病害虫被害への対応として、開花調整技術や赤色LED、UV-B などの
化学農薬に依存しない防除技術の導入・普及、高温耐性品種・病害抵抗性品種の開発・普
及や、長期保管技術の確立を図る。また、生産性向上のため、花きに適用可能なスマート農業
技術の開発・普及、短茎規格の普及等を進める。

さらに、輸送力不足に対応するために、パレット・台車輸送、DX 技術の活用による受発注や輸
送作業の効率化を図る。
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令和8年度農林水産関係予算概算要求
（花き関連）
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ご清聴、ありがとうございました。
資料に関するお問い合わせは、こちらにお願いします。

農林水産省九州農政局鹿児島県拠点
099(222)5840

fujio_kuboyama350@maff.go.jp

https://www.maff.go.jp/kyusyu/kagoshima/index.html
農林水産省九州農政局鹿児島県拠点のホームページ
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